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 経済成長とともに多く造られてきた鉄筋コンクリート

構造物において、今後必ず補修が必要となってくる。特に

劣化の進行が致命的な段階に達する前に、適切な補修を行

う技術の確立が必要である。しかしながら、既存鉄筋コン

クリート構造物における外部環境(気温、湿度、風雨等の

因子)が常に変動し、定量的に現腐食状況を明らかにする

ことは困難である。したがって本研究では、既報のﾏｸﾛｾﾙ

腐食速度算出方法（図１参照）1)2)を用い、北陸地方の海岸

域にある橋梁におけるﾏｸﾛｾﾙ腐食速度を、年間を通してﾓﾆ

ﾀﾘﾝｸﾞし、腐食速度がどのように変化するのかを明らかに

したうえで、適切な点検・調査時期の提案をする。 

図 1 ﾏｸﾛｾﾙ腐食速度算出法 
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２．調査概要 

2.1 調査対象部材 

 調査部材は、石川県加賀地方の海岸線(河口から 100m)
に架かる道路橋のＰＣT 桁である。昭和 47 年の完成後、

昭和 58 年と昭和 63 年に補修が行われている。調査状況

を図２に示す。調査部材は、海側から 2 梁目の梁底面にあ

る鉄筋(かぶり 5cm)であり、コンクリート表面には塗装が

施されている。配合を表 1 に示す。また、塩化物イオンは

鉄筋部まで浸透しており、中性化に関しては 1.5 ㎜まで進

行していることが確認できた。 

表

連絡先 ： 〒921-8501 石川県石川郡野々市町扇が丘 7-1、℡076-248-1305

 
2.2 調査および検討項目 

 調査期間は、2004 年 2 月～翌 2005 年 1 月(ただし、４

～5 月と 9 月、10 月の一部を除く)の 1 年間である。図２

に示すとおり、分極抵抗、コンクリート抵抗および鉄筋電

位を微破壊試験で 1 時間毎に調査した。また同時に、気温、

湿度、風向および風速を調査した。            
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３．測定および比較結果 

2月 3月 4

鉄筋電位の年次変化を図 3 に示す。これによると、夏よ 図

りも冬において鉄筋電位が低く、さらに値が毎時大きく変化していること
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図 2 桁の調査状況 

１ コンクリート配合 

40N /m m
W /C 39%

セ メ ン ト 400kg
砂 650kg

砂 利 1164kg

主 桁
計 強 度 2 

1月 12月 1月

3 鉄筋電位の年次変化 

が確認される。 
ｷｰﾜｰﾄﾞ ： 既存構造物、ﾏｸﾛｾﾙ腐食速度、ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ、微破壊試験、年間調査  
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コンクリート抵抗の年次変化を図 5 に示す。こ

れによると、年間を通じて約 10～50(kΩ)の範囲で

変化していることが確認される。 
年間を通じてﾏｸﾛｾﾙ腐食速度を調査した結果を

図 6 に示す。これによると、絶対値としては微小

であるが、毎時腐食速度は変化することが確認さ

れる。また、月平均ﾏｸﾛｾﾙ腐食速度および月最高ﾏｸ

ﾛｾﾙ腐食速度を図 7 に示す。ここでは、年間を通じ

た平均のﾏｸﾛｾﾙ腐食速度も示す。これによると、年

平均ﾏｸﾛｾﾙ腐食速度と月平均ﾏｸﾛｾﾙ腐食速度は同等

であることが確認される。一方、月最高ﾏｸﾛｾﾙ腐食

速度は、夏と冬に高くなることが確認された。 

図 5 コンクリート抵抗の年次変化 
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図 6 ﾏｸﾛｾﾙ腐食速度の年次変化 
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任意の期間における平均ﾏｸﾛｾﾙ腐食速度を図 8
に示す。ここでも、年間を通じた平均のﾏｸﾛｾﾙ腐食

速度も示す。これによると、15 日間あるいは 30
日間の平均ﾏｸﾛｾﾙ腐食速度と年平均ﾏｸﾛｾﾙ腐食速度

は同等であることが確認される。また、平均化す

る測定期間と変動係数の関係を表 2 に示す。これ

によると、測定期間が短いほどバラつきが大きい

ことが確認される。 
 日平均ﾏｸﾛｾﾙ腐食速度と任意の時刻におけるﾏｸﾛ

ｾﾙ腐食速度の関係を図９に示す。これによると、

AM10 時および日平均のﾏｸﾛｾﾙ腐食速度は同等で

あることが確認される。しかしながら、AM5 時お

よび日平均のﾏｸﾛｾﾙ腐食速度においては相関性が

ないことが確認される。 
 

 

４．まとめ 

表①年間を通じて、既存 PC 構造物のﾏｸﾛｾﾙ腐食速度

を調査できた。その結果、ﾏｸﾛｾﾙ腐食速度は約 0.3
μm/年であり、健全なことが確認された。 

測 定
1時 間 （

1日
5日
7日
1 0日

②15 日間以上の調査期間では、平均ﾏｸﾛｾﾙ腐食速

度は同等であることが確認された。したがって、

本研究の範囲では、15日間を通して1日1回（AM10
時）にﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞを行うことにより、年間を通じた平

均腐食状況を求めることができると考える。 
 

図 9 
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